
三
月
場
所
の
記
録
あ
れ
こ
れ

　

大
阪
で
の
三
月
場
所
開
催
は
、
昭
和
28
年
か
ら
始
ま
っ
た
。開
催
中
止
と

な
っ
た
平
成
23
年
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
東
京
・
両
国
国
技
館
で
の
開
催
と

な
っ
た
令
和
3
年
を
除
く
71
回
の
本
場
所
に
ま
つ
わ
る
優
勝
と
三
賞
の
記
録

を
ご
紹
介
し
よ
う
。

　

ま
ず
、大
阪
開
催
で
の
三
月
場
所
で
の
優
勝
回
数
が
最
も
多
い
の
は
白
鵬
の

９
回
。通
算
優
勝
回
数
が
史
上
最
多
45
回
の
横
綱
は
、
大
阪
で
も
圧
倒
的
な
強

さ
を
発
揮
し
て
い
る
。令
和
２
年
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
無
観
客
で
行

わ
れ
た
場
所
を
制
し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
優
勝
20
回
以
上
の
力
士
が
上
位
に
名
を
連
ね
る
な
か
、
大
阪
で

の
強
さ
が
際
立
つ
の
が
、
朝
潮（
横
綱
）と
北
勝
海
。「
大
阪
太
郎
」と
も
い
わ
れ

た
朝
潮
は
５
回
中
４
回
の
優
勝
を
大
阪
で
成
し
遂
げ
て
い
る
。北
勝
海
も
８
回

の
優
勝
の
う
ち
４
回
と
多
く
、
平
成
２
年
、
巴
戦
で
大
関
小
錦
と
関
脇
霧
島
を

破
っ
て
の
優
勝
な
ど
、印
象
深
い
シ
ー
ン
も
多
い
。

　

春
場
所
で
の
三
賞
受
賞
回
数
は
安
芸
乃
島
の
６
回
が
最
高
。殊
勲
賞
と
敢
闘

賞
が
そ
れ
ぞ
れ
３
回
ず
つ
で
、平
成
４
年
に
は
12
勝
3
敗
で
優
勝
決
定
戦
に
進

出
し
、
敗
れ
た
も
の
の
殊
勲
賞
と
敢
闘
賞
を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
て
い
る
。現
役
で

は
４
回
受
賞
し
た
力
士
は
い
な
い
が
、
髙
安
と
尊
富
士
が
３
回
受
賞
し
て
い

る
。尊
富
士
の
3
個
は
、
令
和
6
年
に
新
入
幕
優
勝
を
果
た
し
た
際
に
三
賞
総

な
め
を
果
た
し
た
際
の
も
の
で
、三
月
場
所
で
の
三
賞
総
な
め
は
こ
の
時
の
み

だ
。ま
た
、
三
賞
そ
れ
ぞ
れ
の
最
多
受
賞
力
士
は
、
殊
勲
賞
が
安
芸
乃
島
と
魁

皇
の
３
回
、敢
闘
賞
が
安
芸
乃
島
の
３
回
、技
能
賞
が
鶴
ケ
嶺
の
３
回
。

　

三
月
場
所
で
横
綱
昇
進
を
決
め
た
の
は
、
昭
和
34
年
の
朝
潮
と
、
平
成
26
年

の
鶴
竜
の
２
人
。今
年
は
、
一
月
場
所
で
優
勝
し
た
大
関
安
青
錦
が
３
人
目
の

横
綱
昇
進
を
決
め
る
か
が
注
目
さ
れ
る
。

（　）内は通算優勝回数

年

昭和 34 年

平成 26 年

三月場所で横綱昇進を決めた力士

力士名

朝潮

鶴竜

回数 力士名

三月場所で優勝２回以上の力士

９回

5 回

4 回

3 回

2 回

朝潮（横綱、5 回）、北勝海（8 回）、朝青龍（25 回）

白鵬（45 回）

大鵬（32 回）、北の湖（24 回）

千代の富士（31 回）

栃錦（10 回）、北の富士（10 回）、輪島（14 回）
曙（11 回）、貴乃花（横綱、22 回）
若乃花（勝、5 回）、武蔵丸（12 回）、鶴竜（6 回）

令和２年、異例の無観客場所となった三月場所
で優勝を果たした白鵬

昭和 33 年、三月場所３連覇を達成した大関朝汐
（のち横綱朝潮）。「大阪太郎」と呼ばれた

平成 4 年三月場所、殊勲賞と敢闘賞をダブ
ル受賞した安芸ノ島

平成 26 年三月場所で優勝し、場所後に
横綱に昇進した鶴竜

安芸乃島、魁皇
安芸乃島
鶴ケ嶺

回数
3 回
3 回
3 回

三月場所で三賞それぞれの最多受賞力士

三賞
殊勲
敢闘
技能

力士名

令和8年 大相撲 三月場所 情報紙



三
月
場
所
の
優
勝
力
士

吊
り
屋
根

昭
和
50
年
三
月
場
所
優
勝
　
貴
ノ
花（
東
大
関
　
13
勝
2
敗
）

昭和 28 年三月場所での簡素な吊り屋根 現在の本場所での神明造りの吊り屋根

   

本
場
所
の
会
場
で
天
井
か
ら
下
げ
ら
れ
た
大
き
な
吊

り
屋
根
は
、
大
相
撲
の
象
徴
と
も
い
え
、
観
戦
気
分
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
る
大
切
な
存
在
だ
が
、
そ
も
そ
も
屋
根
は

柱
の
上
に
乗
る
の
が
自
然
な
姿
。実
際
に
、
本
場
所
で
も

以
前
は
土
俵
の
四
隅
に
柱
が
立
ち
、
そ
の
上
に
屋
根
が

乗
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
戦
後
間
も
な
く
、
蔵
前
国
技
館
の
建
造
を
機

に
、
当
時
の
武
蔵
川
理
事
長（
元
幕
内
出
羽
ノ
花
）が
、
柱

は
観
戦
の
邪
魔
に
な
る
か
ら
な
く
そ
う
と
考
え
た
。当
初

は
、
柱
と
一
緒
に
屋
根
も
な
く
す
案
だ
っ
た
が
、
青
柱

（
春
、青
龍
）、赤
柱（
夏
、朱
雀
）、白
柱（
秋
、白
虎
）、黒
柱

（
冬
、
玄
武
）と
い
う
各
色
の
布
を
巻
き
、
神
事
的
意
味
も

  
昭
和
50
年
三
月
場
所
、
優
勝
争
い
の
本
命
は
東
横
綱
北

の
湖
。一
月
場
所
、横
綱
昇
進
３
場
所
目
で
初
め
て
優
勝
を

果
た
し
た
21
歳
の
青
年
横
綱
は
、初
日
、西
関
脇
黒
姫
山
に

不
覚
を
取
っ
た
後
は
、快
調
に
連
勝
街
道
を
突
き
進
む
。

　

西
横
綱
輪
島
は
初
日
か
ら
３
連
敗
し
て
途
中
休
場
し
、

新
大
関
で
期
待
さ
れ
た
西
大
関
魁
傑
も
８
日
目
ま
で
に
３

敗
を
喫
す
る
中
、
北
の
湖
に
食
ら
つ
い
た
の
が
東
大
関
貴

ノ
花
だ
っ
た
。戦
後
の
相
撲
黄
金
期
「
栃
若
時
代
」
を
栃
錦

と
と
も
に
築
い
た
横
綱
若
乃
花
の
弟
と
し
て
注
目
を
浴
び

て
入
門
し
、
細
身
な
が
ら
強
靭
な
足
腰
を
生
か
し
た
粘
り

強
い
相
撲
と
端
正
な
マ
ス
ク
で
「
角
界
の
プ
リ
ン
ス
」
と

呼
ば
れ
た
貴
ノ
花
は
、
昭
和
47
年
九
月
場
所
後
に
輪
島
と

同
時
に
大
関
昇
進
。貴
輪
時
代
到
来
が
期
待
さ
れ
た
も
の

の
、
輪
島
が
優
勝
を
重
ね
て
横
綱
に
駆
け
上
が
っ
た
一
方

で
、
貴
ノ
花
は
頸
椎
捻
挫
や
肝
機
能
障
害
な
ど
に
苦
し

み
、
ま
だ
一
度
も
賜
盃
を
抱
け
ず
に
い
た
。し
か
し
、
前
年

十
一
月
場
所
か
ら
11
勝
、10
勝
と
大
関
昇
進
後
初
の
２
場

所
連
続
二
ケ
タ
勝
利
。一
月
場
所
十
四
日
目
に
は
２
敗
で

首
位
の
北
の
湖
と
１
差
で
対
戦
し
、
敗
れ
た
も
の
の
大
熱

戦
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
貴
ノ
花
は
こ
の
場
所
、
初
日
か
ら
３
連
勝
発

進
。四
日
目
に
西
前
頭
二
枚
目
荒
瀬
の
外
掛
け
に
屈
し
た

も
の
の
、
五
日
目
か
ら
再
び
白
星
を
連
ね
、
九
日
目
に
東

前
頭
高
見
山
を
左
内
掛
け
で
仕
留
め
て
早
々
に
勝
ち
越
し

決
定
。十
日
目
に
は
苦
手
の
黒
姫
山
の
押
し
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
て
左
上
手
出
し
投
げ
で
退
け
、
こ
の
時
点
で

北
の
湖
と
２
人
、1
敗
で
首
位
に
並
ぶ
展
開
と
な
っ
た
。

　

初
優
勝
へ
の
期
待
が
日
に
日
に
高
ま
り
、
場
内
が
熱
気

に
包
ま
れ
る
中
、
十
一
日
目
に
は
東
前
頭
七
枚
目
豊
山
を

下
手
投
げ
で
退
け
、
十
二
日
目
に
は
２
敗
で
追
う
東
前
頭

筆
頭
三
重
ノ
海
を
寄
り
切
り
、
十
三
日
目
に
は
こ
の
と
こ

ろ
４
連
敗
し
て
い
た
魁
傑
と
の
大
関
対
決
を
上
手
出
し
投

げ
で
制
し
、
十
四
日
目
に
は
西
前
頭
八
枚
目
金
城
を
寄
り

切
っ
て
13
勝
目
。こ
の
後
、
結
び
で
北
の
湖
が
魁
傑
の
小

手
投
げ
に
２
敗
目
を
喫
し
た
た
め
、
貴
ノ
花
が
１
敗
の
単

独
首
位
で
千
秋
楽
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

千
秋
楽
の
相
手
は
１
差
で
追
う
北
の
湖
。勝
て
ば
優
勝
が

決
ま
る
貴
ノ
花
だ
っ
た
が
、
横
綱
の
壁
は
厚
く
、
左
四
つ

が
っ
ぷ
り
に
持
ち
込
ま
れ
、
善
戦
む
な
し
く
上
手
投
げ
で
向

正
面
に
投
げ
飛
ば
さ
れ
た
。場
内
の
大
歓
声
は
悲
鳴
へ
と
変

も
つ
四
本
柱
が
な
く
な
る
こ
と
へ
の
反
対
意
見
も
根
強

か
っ
た
。そ
こ
で
知
恵
を
絞
っ
た
の
が
、
天
井
か
ら
屋
根

を
吊
ら
し
、
四
隅
に
各
色
の
房
を
下
げ
る
と
い
う
案
。こ

う
し
て
昭
和
27
年
九
月
場
所
、
蔵
前
仮
設
国
技
館
に
初
め

て
お
目
見
え
し
た
吊
り
屋
根
は
大
好
評
で
、
地
方
場
所
の

会
場
や
、
昭
和
60
年
に
開
館
し
た
現
在
の
両
国
国
技
館
に

も
取
れ
入
れ
ら
れ
、今
に
至
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
屋
根
の
形
状
は
、
吊
り
屋
根
に
な
っ
た
当
初
は
、

四
角
錐
に
近
い
、
ご
く
簡
素
な
も
の
だ
っ
た
が
、
本
場
所

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
の
意
見
か
ら
、
四
本
柱
の
時
代
と

同
じ
神
明
造
り
の
立
派
な
屋
根
と
な
っ
て
い
る
。

人
気
大
関
貴
ノ
花
、

悲
願
の
初
優
勝
に
日
本
中
が
熱
狂

わ
り
、優
勝
の
行
方
は
両
者
の
決
定
戦
に
持
ち
込
ま
れ
た
。

　

こ
れ
で
北
の
湖
に
は
こ
の
と
こ
ろ
４
連
敗
。決
定
戦
も
北

の
湖
有
利
と
思
わ
れ
た
が
、貴
ノ
花
は
し
っ
か
り
と
気
持
ち

を
切
り
替
え
て
い
た
。〝
待
っ
た
〞
３
回
の
末
に
立
ち
合

い
、今
度
も
両
者
十
分
の
左
四
つ
。し
か
し
、本
割
の
よ
う
に

が
っ
ぷ
り
で
は
な
く
、貴
ノ
花
が
左
下
手
を
深
く
結
び
目
の

あ
た
り
で
つ
か
み
、右
上
手
を
浅
く
つ
か
む
有
利
な
体
勢
を

築
い
た
。北
の
湖
の
強
引
な
右
上
手
投
げ
を
こ
ら
え
、
頭
を

つ
け
る
と
、
右
前
廻
し
を
十
分
に
引
き
付
け
、
腰
を
落
と
し

て
グ
イ
グ
イ
前
へ
。つ
い
に
西
土
俵
に
寄
り
切
っ
て
初
優
勝

を
決
め
る
と
、館
内
は
大
歓
声
に
包
ま
れ
た
。

　

表
彰
式
で
は
、春
日
野
理
事
長（
元
横
綱
栃
錦
）か
ら
の
賜

盃
授
与
に
続
き
、
実
兄
で
審
判
部
副
部
長
の
二
子
山
理
事

（
元
横
綱
若
乃
花
）
か
ら
優
勝
旗
を
授
与
さ
れ
る
シ
ー
ン
が

感
動
を
呼
ん
だ
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
中
継
の
視
聴
率
は
当
時
最

高
と
な
る
50
・
6
％
に
達
し
、
ま
さ
し
く
日
本
列
島
を
熱
狂

の
渦
に
巻
き
込
ん
だ
初
優
勝
だ
っ
た
。

日本相撲協会公式YouTubeチャンネルの「大相撲
アーカイブ場所」で、昭和50年三月場所の動画を公
開中。メンバーシップ登録（月額990円）すると視聴
できます（初日は無料）。下のQRコードからアクセ
スしてください。

悲願の初優勝を果たし、実兄の二子山審判副部長から
優勝旗を授与される貴ノ花

この場所の熱戦が動画で楽しめるこの場所の熱戦が動画で楽しめる

令和8年 大相撲 三月場所 情報紙


